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～ ロート製薬の健康経営 ～ 



会社概要  

「胃活」 
明治32年発売 

「ロート目薬」 
明治42年発売 

「メンソレータム」 
昭和50年  
商標専用使用権取得 
昭和63年  
米国ﾒﾝｿﾚｰﾀﾑ社を買収 
子会社へ 

社名
ロート製薬株式会社

ROHTO Pharmaceutical Co., Ltd.

創業 1899年（明治32年）2月22日

設立 1949年（昭和24年）9月15日

本社 大阪生野区巽西1-8-1

売上高
89,264百万円＜単体＞

167,016百万円＜連結＞　（2016年3月期）

従業員数
1,524名＜単体＞

6,642名＜連結＞　（2016年3月期）
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事業領域の拡大；さらなる挑戦は続く  

ロート製薬は「目薬」「胃腸薬」「スキンケア」の会社から 
「統合ヘルス＆ビューティーケア」企業への進化を目指しています 

目薬 スキンケア 



新たな企業スローガン（ＣＩ）の制定  
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ＮＥＶＥＲ ＳＡＹ ＮＥＶＥＲ 

 

世の中を健康にするために 
自分の進むべき道を見据え 
どんな困難にもめげず 

常識の枠を超えてチャレンジし続けること 
 



ＮＳＮに込めた健康への想い 

目指すは「薬に頼らない製薬会社」 
まずは社員の健康づくりからスタート 



従業員の健康＝企業の財産 



成長一辺倒の妄想ではなく、厳しい現実を見据え 
夢を語り、新たな構造への変革が必要不可欠 

直視すべき国内市場の長期縮小  

日本が抱える課題 



新たなシナジー創出を目指した事業領域拡大 

それぞれの事業に参入するだけでなく 
アメーバのように自在につなぐ事で 
新しいシナジーを創造していく 

農業 

食 

医薬品 

再生 
医療 

運動 

化粧品 

ICT 

遺伝子 
研究 

領域を越えた隙間にこそチャンスあり 

ライフ 
ログ 

サプリ 
メント 

地域 



ロート製薬が目指すこと  
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 真の健康とは… 
 

私たちが考える「健康」とは、 
単に病気にならないことだけではありません 
 

心身の健康を基盤として、目標や夢に向かって 
挑戦しようとする“情熱”を持って仕事に取組み 
 

“働き甲斐・生きがい”を感じながら 
日々、そして人生を送ることができてこそ、 
 

「真の健康」であると私たちは考えています 



体制・仕組みづくり 
（健康目標の制定、成果の見える化など） 

フィジカル メンタル 

会社の活き活き 
（健康職場づくり、多様性尊重） 
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ロート製薬の健康経営の領域・考え方 

個人の活き活き 
（働き方改革・働き甲斐創出） 



全ての基盤である心身の健康づくりから 

毎日忙しい 運動する 
時間がない 

生活が不規則 
（遅寝遅起） 朝ごはんを

抜く 

体調不良が 
続く・・・ 仕事効率が

下がる 

残業が習慣化
する 

さらに時間
がなくなる 

体調不良や病気を発症… 



毎日忙しい 

健康でイキイキとした働き方へ 

リズムが整う 
（早寝早起） 

朝ごはんを 
食べる 

良い体調が 
維持できる 

仕事効率が 
上がる 

自分の時間が
増える 

でも運動を 
してみる 

全ての基盤である心身の健康づくりから 



心身の健康づくりの４つの枠組み  

自己
理解 

知識 
習得 

実践 
・ 

行動 

成果 
把握 

健康教育拡充 
 朝の健康ドリル 
 健康検定受検 
 健康セミナー 

分析・改善 
 拠点別や生年代

別傾向の分析 
 健康目標値への

進捗確認 

きっかけ創り 
 とこチャレ開催 
 朝活＆プレフラ 
 社内運動会開催 

気付きの創出 
 健康診断の進化 
 社内健康チェック

イベント開催 

働く ＝ 健康になる 
～日々の仕事、生活の中に健康づくりの機会を～ 



健康に対する 「気づき」の場面を増やす 

定期健康診断の進化 
 

・生活習慣病検診の年齢引き下げ 
・婦人科検診 
 全女性社員無料化 
（2016年4月～） 

毎年の体力測定の実施 
 

2002年から開始 
実年齢＞体力年齢 
を目指して取り組み中 
 

浮き指チェックや 
ゆがみ測定も実施 

新たな取り組みの数々 
 

希望社員を対象に 
先進的な健康チェック 
の機会も提供 
（’16）腸内フローラ 
（’17）血糖値スパイク 
 

社内健康測定会の実施 
（取組事例） 
・貧血チェック 
・血管年齢など 
 

※今年度は新たに 
 肌測定を実施予定 
（2017年９月～） 



正しい健康知識が得られる 「健康教育」を強化 

健康セミナーの開催 
 

外部講師を招いて 
セミナーを開催 
（就業時間中） 
 
2017年8月 ⇒ 
貧血対策セミナー 
（講師：山本佳奈 医師） 

自社雑誌での情報発信 
 

自社の健康雑誌 
「太陽笑顔fufufu」を 
社員教育に活用 
最新の健康情報を提供 
 
※年３度発刊 

毎朝の健康ドリル実施 
 

毎朝の始業時に 
ラジオ体操と共に 
健康にまつわる 
クイズを出題中 
(2016年4月～） 

 
 

健康検定の受験推奨 
 

「日本健康マスター検定」の 

受検を推奨（受検料を会社が補助） 
 



日常生活とイベントを活用した「きっかけ創り」 

健康増進オフィス化 
 

立ち会議の推奨や 
バランスボール 
の導入などを実施 
 
 

全社員運動会の開催 
 

４年に１度ペースで開催 
全社員参加の 
運動会を開催 
 
2016年度は ⇒ 
誕生月別チーム 

朝活＆朝食摂取を推奨 
 

サマータイム期間は 
社員が講師となって 
体幹トレを実施 
 
昨年は朝食摂取推奨 
キャンペーンも開催 

社員へ活動量計を提供 
 

健康づくりを目的として 
2016年から全社員へ活動量計を配布 
 
※全社での歩数イベント 
「とこチャレ」では 
1日8000歩早歩き20分を目指す 



実施前（2016.9） 実施結果（2017.3） 

28% 58% 

（参考）8000歩の実践率の変化 



今後に向けて-ヘルスケアデータとＩＴ活用 

 人的負担の軽減と持続性の確立 
 

 働くヒトの健康増進の成功体験づくり 
 

 成果の視える化・副次的効果の分析 

活動量 
ライフログ 

血液データ 腸内細菌叢 

体力データ 

労働生産性やワーク
エンゲージメントの
向上との相関 

有職世代の生活習慣
や健康情報が健康長
寿の新たな知見に 



・人事が会社の制度すべてを考えるものなのか？ 
 
・社員自身（特に若手）が自分たちで考え提案し 
 会社の未来を創っていく方がいいのではないか？ 
 
・結果的に若手社員の育成に寄与することになる 

ロート流 社員の自主性を育てる仕組み  

ＡＲＫ（アーク）プロジェクト 
•「明日（A）のロート（R）を考える（K）」の略 



HOW TO MAKE A HEALTHY COMPANY 

↑ 2017年1月 Forbes JAPAN 


